
ＨＰ ＮＦメータ ８９７０Ａ、Ｂ の使用方法 
                                 
 
ＮＦメータは 周波数ごとの正しいＥＮＲ値が判っているノイズソースが無いと 
測定器として機能しません （ 本体だけだと 粗大ごみなんですね ） 
測定時は使用するノイズソースの周波数ごとのＥＮＲ値をＮＦメータに登録し その後 
キャリブレーションを行うことで ＡＭＰなどのＮＦやゲインが測定出来るように成ります 
ノイズソースは同じメーカーの同じ型番でも周波数ごとのＥＮＲ値は異なっています 
必ず使用するノイズソースに記載されている数値を個別に入れる必要が有ります 
登録したＥＮＲ値は 電源をＯＦＦしても消える事は有りません 
しかし 面倒ながらキャリブレーションは電源を入れるたびにやり直す必要が有ります 
このことはしっかり覚えておいて下さい 
 

 
 
本器はコンバータを使用すると ２６．５ＧＨｚまで測定可能ですが 操作は非常に難しいので 
コンバータ無で測定可能な １０ＭＨｚ～１６００ＭＨｚ に限定した使い方の説明を行ないます 
 
以下 ＥＮＲ値の登録方法 キャリブレーションの方法と 実際のＮＦ測定方法を示します 
 



準備１ ＥＮＲ値の入力 
ＮＦメータの測定結果の信頼性に係わる設定です 

 
本体の電源投入だけでＯＫです ノイズソースやＡＭＰを接続する必要は有りません 
 
操作手順 
① ＳＯＵＲＣＥの ＥＮＲボタンを押す 
② 表示の一番左の周波数の部分のＭＨｚが点滅します 
③ 周波数をＭＨｚ単位でキー入力しＥＮＴＥＲを押します 
④ 真ん中の表示のＥＮＲ値のｄＢが点滅します 
⑤ ＥＮＲ値を入力し 終ったらＥＮＴＥＲを押します 
⑥ 続いて 周波数部分が点滅しますので③④を繰り返し測定する周波数全ての値を入れます 
⑦ ＳＯＵＲＣＥ ＤＡＴＡ 以外の場所のキーを押すと ＥＮＲ設定モードから抜けます 
 
上記操作だと 順番に全て入れる事と成ります 
設定はたとえば８９７０Ａで全部で２７種まで入力出来ます 
８９７０Ａは上記手順で入力します 現在何行目を入れているのかは判りません 
 
順次入力や確認は８９７０Ａと同じですが ８９７０Ｂはさらに操作が改善されております 
ＳＯＵＲＣＥの ＥＮＲボタンを押すと 周波数とそれに対応するＥＮＲ値が表示されます 
データテーブルの行Ｎｏが一番右の枠に表示されます 
ＦＩＸＤ ＦＲＥＱ の    ↓   ↑  
 で行の移動が出来ますので確認だけの時や 一部の変更の時便利です 
ノイズソースは４種 各３５データの登録が可能です 
使用方法はやや複雑なので割愛いたします 
 
入力した ＥＮＲ値はＮＦメータの電源を切っても保持されます 
電源を入れるたびに 設定する必要は有りません 
このＥＮＲ設定はＮＦ測定に関して非常に重要です 
これを行なわなくて ＣＡＬＩＢＬＡＴＥを行い 測定しても以前入力されているＥＮＲ値により 
計算が行なわれ 実際とは全く異なる数字が表示されます 
しかも ＧＡＩＮはＥＮＲ値に関係なく正しく表示されますので ＮＦも合っていそうな 
錯覚を起こします 
設定しているＥＮＲ値が違うと その差はストレートにＮＦ値の誤差に成ります 
（ 内部計算上 ＥＮＲは０ｄＢが起点でないので－３ｄＢなどの表示が出たりします ） 
逆に言うと ＮＦ値の判っているＡＭＰがあれば ノイズソースのＥＮＲ値が逆算できます 
ＡＭＰの実ＮＦ値より１ｄＢ良く出る時は 設定ＥＮＲ値を１ｄＢ上げてやると正しく 
測定値が出るようになります 
ＮＦメータに入れているＥＮＲ値の変更は行なわないで ノイズソースの出力に１ｄＢのＡＴＴを

入れて ノイズ量を設定値に合わせる方法でもＯＫです 



準備２ キャリブレーション 
 

 

 
 
ＥＮＲ値の設定と異なり キャリブレーションはＮＦメータの電源を入れるたびに行なう 
必要が有ります  （ 上写真のようにノイズソースを最短で入力に接続します ） 
 
① ノイズソースの電源をＮＦメータの＋２８Ｖ（ＢＮＣ）に接続する 
② ノイズソースの出力をＮＦメータのＩＮＰＵＴ端子に直接接続します 
③ 測定したい周波数範囲を指定します 
ＳＷＥＥＰの ＳＴＡＲＴ ＦＲＱ を押し 数値を入れ ＥＮＴＥＲ 

         ＳＴＯＰ ＦＲＱ を押し 数値を入れ ＥＮＴＥＲ 
         ＳＴＥＰ ＳＩＺＥ を押し 数値を入れ ＥＮＴＥＲ 
④ ＭＥＡＳＵＲＥＭＥＮＴの ＮＦ ＡＮＤ ＧＡＩＮ を押す （ＬＥＤが移動します） 
               ＣＡＬＩＢＲＡＴＥ を押す 
⑤ ＣＡＬ動作を始めます しばらく時間が必要です 
 
 
ＳＷＥＥＰ範囲は下は１０ＭＨｚ 上はＮＦメータの上限周波数で良いと思います 
 
上限周波数は ８９７０Ａ，Ｂの場合 １６００ＭＨｚ、１８００ＭＨｚ、２０４５ＭＨｚ 
と ３種類有ります 
設定値は電源を入れた際は 前回の数値が繁栄されますので確認だけで良いでしょう 
 
 
 
 
 
 



実際のＮＦ測定 
 
準備１の周波数ごとのＥＮＲ値を入れます （１度設定すれば電源を切っても記憶されています） 
準備２のキャリブレーションを行ないます （電源投入時 毎回必要です） 
 
① ノイズソース出力を 測定するＡＭＰの入力へ ＡＭＰ出力を ＮＦメータのＩＮＰＵＴへ 
接続します 
② 測定したい周波数を ＦＩＸＤ ＦＲＥＱの ＦＲＥＱＥＮＣＹ を押し 
ＭＨｚ単位の数値を入れ ＥＮＴＥＲを押します 
③ ＧＡＩＮ と ＮＦが表示されます 
 
 
測定上の注意点 
 
① ＥＮＲ値とは 自然ノイズ －１７４ｄＢｍ／Ｈｚに対するレベル差を言います 
ＮＦメータは ノイズソースの電源をＯＮ／ＯＦＦさせて ＡＭＰの出力レベルの計測し 
ＮＦ値を計算しています 
キャリブレーションは ノイズソースのＥＮＲ値の誤差などを校正してくれる機能では 
有りません 
あくまで ノイズソースから来ているレベルがＥＮＲテーブルに書かれている値として 
これを基に ＧＡＩＮとＮＦを計算します 
ノイズソース直結で キャリブレーション直後は ＧＡＩＮ＝０ｄＢ ＮＦ＝０ｄＢ 
と表示されるはずです 
 
実際のＥＮＲ値と 入力しているＥＮＲ値に誤差があると 測定値はそのまま誤差の有る 
数字を表示しますので ノイズソースの正しいＥＮＲ値が非常に重要です 
 
＊ １．０ｄＢ以下のＮＦ測定や ０．１ｄＢ単位の精度を必要とする場合は 
  キャリブレーション直後での目的周波数でＮＦ値が０ｄＢに成る様 さらにＥＮＲ値 
  を修正すれば誤差を補正出来ます （ ＧＡＩＮ値のずれが出ますが無視します ） 
 
② キャリブレーション時 測定時共に ノイズソース出力にケーブルや変換コネクタを 
取付けた場合 それらの挿入損失はそのまま ＮＦやＧＡＩＮの誤差として現れます 
測定された数値から ロス分を補正するか 登録するＥＮＲ値をロス分を補正して登録する 
か どちらかが必要に成ります 
いちいちこれを行なうのは無駄ですから 極力ロスが無いよう接続するのが賢明です 
 
ＡＭＰゲインが１０ｄＢ以上なら 入力側を最短距離で接続しのロスを極力少なくします 
ＡＭＰ出力からＮＦメータの入力までは少しくらいロスが生じても ＮＦの測定への影響は 
微小ですので 入力側を優先します 



 
 
 
一般的ノイズソースの仕様 
 
電源電圧       ＋２８Ｖ  ＢＮＣでの供給が一般的 
ノイズレベル     ＥＮＲ＝７ｄＢ か ＥＮＲ＝１５ｄＢ が一般的 
           ８９７０Ｂは ＥＮＲ＝７ｄＢを使えない機種も有るようです 
出力コネクター    Ｎ－オス  ＳＭＡ－オス 等 
 
周波数        １０ＭＨｚ ～ １８ＧＨｚ 
           １０ＭＨｚ ～ ２６．５ＧＨｚ 
           ８ＧＨｚ  ～ ４０ＧＨｚ 
            
           ＮＦメータで直接測定できるのは 
           ８９７０では １６００ＭＨｚか１８００ＭＨｚ 

又は２０４５ＭＨｚまでです 
           この当たりまでしか使用しない場合 周波数が伸びていること事態 
           価格が高いだけで何のメリットも有りません 
 
 
 
 
 
１６００ＭＨｚ（１８００ＭＨｚ）を超えての測定にはコンバーターや高い周波数の出る 
ＳＧが必要です 
接続方法や設定の方法は本体下部に引き出し式の簡易マニュアルが有ります 
スペシャルファンクションの設定等あり かなり面倒です 
詳しいマニュアルはアジレントのホームページからダウンロード出来ます （英文） 
使いこなされている方は少ないと思われますが ノイズソースは何故か １８ＧＨｚまで 
伸びているタイプに人気が有ります ^^) 
 
 
以上 基本的な使い方と注意点をあげました 
眠っている測定器を活用されるよう望みます 
 
 
 
 
 



ＡＭＰのＮＦ改善テクニック 
 
ＮＦメータを使う目的は 既製品のＮＦ測定確認と ＡＭＰを設計する場合のＳ／Ｎ改善定数を 
探す為かと思います 
 
通常 ＡＭＰは信号レベルの高い所で使う場合は ５０Ωマッチングさせるようにネットアナの 
スミスチャートなど見ながら行ないますが 受信機のＴＯＰアンプなどゲインよりもＳ／Ｎの良い 
特性が必要な場合などがありますね 
 
５０Ω系で有ってもアンプのＮＦ最良点は５０Ωマッチング点でない事が判っております 
どのポイントが最良点かは デバイスごとに異なっていますのでポイントを探す事になります 
 
一般的には スミスチャートの中心よりやや上の部分に有るようです 
ゲインが余り下がらないで ＮＦも我慢できる値になる点を探すことになります 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



デバイス ＮＦ 参考値  

型名 ＮＦ ゲイン 周波数 
NE334S01 << 今回の発表で９ＧＨｚ以下で業界最低ＮＦ 

ＮＦ Ｇａｉｎ 周波数 

0.23dB 17.0dB 2.0GHz 
0.28dB 14.7dB 6.0GHz 
0.38dB 12.5dB 10.0GHz 

NE325S01 << NE32984Dの一つ前のデバイス 
ＮＦ Ｇａｉｎ 周波数 

0.40dB 13.6dB 10.0GHz 
0.45dB 12.5dB 12.0GHz 

参考値 
NE32984D << １２ＧＨｚで業界最低ＮＦ 
ＮＦ Ｇａｉｎ 周波数 

0.29dB 20.0dB 2.0GHz 
0.31dB 16.5dB 6.0GHz 
0.37dB 13.6dB 10.0GHz 
0.40dB 12.5dB 12.0GHz 

これらのデバイスで特筆すべきことは、ΓOPT がスミスチャートの真ん中により近いと

ころにあることです。これはノイズ性能を最良の点に調整することが楽になるばかりで

なく、マッチング回路による損失がスミスチャートの外周に近いところにあるデバイス

に比べて、より少なくなるということです。これはより低ＮＦを追求するＥＭＥなどの

用途や、ＮＦコンテストで一等賞をねらおうなどと考えている場合には大変重要な点で

す。ちなみにΓＯＰＴは NE32984D が  

NE332984D 
Mag Angle 周波数 

0.85 20° 2.0GHz 
0.68 63° 6.0GHz 
0.56 111° 10.0GHz 
0.52 137° 12.0GHz 

に対して 
 
 



NE334S01 
Mag Angle 周波数 

0.77 15° 2.0GHz 
0.43 82° 6.0GHz 
0.27 175° 10.0GHz 
0.27 -139° 12.0GHz 

 
NE329S01 

Mag Angle 周波数 

0.36 102° 10.0GHz 
0.27 139° 12.0GHz 

 

これを見ても分かる方に、たとえばＮＥ３３４Ｓ０１は１０ＧＨｚでは 0.27/175°と

ほとんどスミスチャートの中心に近く、極端にいえば５０オームラインに直接載せて何

もマッチングを取らなくても十分低ＮＦなアンプが実現できるのではないか、というこ

とです。これはシミュレータでちゃんとデータを入れてやって検討しなければ正確なこ

とはいえませんんが、かなりのせんが出そうです。データシートには Constant Noise 

Circle は４ＧＨｚのデータしか載っていませんが、４ＧＨｚでさえもセンターで 0.7dB

程度は出ています。  

なぜＮＥ３３４Ｓ０１の低域での特性がいいのでしょうか? それはゲート幅のデザイ

ンがＫｕバンド用のデバイスと違うせいです。ＮＥ３３４Ｓ０１のゲートは２８０ミク

ロン幅に対し、ＮＥ３２９，ＮＥ３２５は２００ミクロンを採用しています。一般的に

ゲート幅が長いとより低周波向け、短いと高域の特性が向上するという傾向があります。

ＮＥＣは以前からゲート幅の長いＣバンド用ＨＥＭＴを開発してきました（ＮＥ３３

２）。ＮＥ３３４Ｓ０１はそのラインの最先端デバイスです。  

当局はＮＥ３２９８４Ｄにより１０ＧＨｚで 0.6dB ていどは得られていますから、同程

度は簡単に出そうです。問題は入力コネクターと結合コンデンサによるロスをいかに小

さくするかでしょう。  

なお価格ですが、これら２点のデバイスは１０００個、４０００個単位での受注になっ

ています。なんとか１００個単位で入手しましたが、それぞれ３５０円でした。今後の

ことはどうなるか分かりませんが、かなりの交渉を必要としました。１０００個単位で

買えば、あと１００円くらいは下がるでしょう。何といっても価格の安いプラスチック

パッケージなのですから。  


